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　2．　ヒトグリオーマ細胞株におけるインターフェ
　　　　ロン、レチノイン酸の効果
（脳神経外科1）、免疫学教室2））大野晋吾1）、西達郎t）、
　　　高橋恵1j、高田栄子2）、水口純一郎2〕、伊東洋1）
（目的）インターフェロン、分化誘導物質であるレチノ
イン酸の効果について検：討を行った。　（実験方法）当教
室にて樹立した悪性グリ書勝一・一一マ細胞株GB－12を使用し、
interferoh一　a（IF：N一α）、a11ゼans　retimic　add（RA）について
3H－t鼻血ide血e　up融e、　T坤蹴blue　stai血㎎による細胞増殖、
PI　stainingによる細胞周期、westernblottingによるBcl－2フ
ァミリー蛋白の発現量変化について実験を行った。
（結果）IFN一α濃度依存性に細胞増殖抑制をしめし、ま
た、アポトーシス細胞を増加させた。IFN一α／RA同時投
与でIFN一αの先の効果を増強した。　westernb1。tti㎎より
IFNαではBc1－xしの発現量低下とBax、關の増加、また
R．AではBd－2の発現量低下を示した。（結語）Bd－2フ
ァミリー■蛋自の作用は現在、Bd－2、　Bcl－xしなどのapopt。sis
抑制群とBax、　Basd等の促進群とのバランスにより細胞死
を一部制御していると考えられている。IFN－aとRAで
ap。pt⑪sisの細胞が増えることが観察され、この作用は
IFN一αではBcl－xL系、　R．AではBcl－2尺別経路の作用のた
めと考えられた。
　　1．　　LPS刺激によるマウス腹腔マクロファージ
　　　　　からのNO産生におけるMa⊂一1の関与
（東京薬大・第「・薬剤）　　松野　了三　新槙　幸彦
　　　　　　　　　　　　有馬　英俊　土屋　晴嗣
【目的】高濃度（マイクログラムオーダー）のLPS刺激
によるマクロファージ（Mφ）からのNO産生においては
⊂D14非依存性経路の関与が示唆されているがその詳細
は明らかではない．Mac－1，CR4，スカベンジャーレセプ
ター等がLPSのレセプターとして考えられるが，今回
LPS刺激によるMφからのNO産生へのMσc－1分子の関与
について検討した．
【方法】マウス腹腔Mφを抗Mσ⊂一1抗体あるいはLPS（1②
μg／m／）で刺激した．NOの測定はGriess法で，　iNOSの検
出はWestern　b／o七法で行った．抗Mac一一1抗体のMφへの
結合性はfl・w　cytometerを用い測定した．
【結果・考察】抗Mac－1抗体のMφへの結含はLPS添加
により阻害され，LPSはMφ表面上のMac－1分子に結合
することが示唆された．抗Mac－1抗体はF⊂sの有無に係
わらずMφからのNO産生およびiNos発現を誘導した．
以上，高濃度のLPS刺激によるNO産生にLPSのレセプタ
ーとしてMoc－1分子が関与していると考えられた．
　　3　　末梢血単球、B細胞のIL－10、
　　　　　　IL－12産生制御
（免疫学教室）下邦明、米久保功、水口純一郎
　IL－10はTh2を誘導しTh1形成を拍
制、IL－12はTh1を誘導しTh2を抑
制して体液性と細胞性免疫反応を振り分ける
ため、これらの産生制御はTh1とTh2の
分岐に関与する諸因子解析のモデルである。
　我々はヒト末梢血中の単球、並びにミエロ
イド細胞株THP－1、　EBV形質転換B細
胞（EBB）株でIL－12とIL－10の
産生について検討した。既報のようにLPS
刺激で末梢血単球のIL－10、IL－12産
生を確認した。　クn・一一ン化EBB株はPM
A刺激にG3株がIL－10産生増大とIL
－12産生をまたE11株はIL－12の産
生増加とIL－10産生を認めた。各種抗体
刺激の結果、何れにも変化を示さなかった。
IFNα、デキサメサゾン、フォルスコリン
の添加はデキサメサゾンが抑制を示した。　T
HP－1株は各種抗体刺激に陰性を示したが
、PMAで分化を誘導した後刺激を与えると
、LPSと抗単球／マクロファージ抗体で刺
激した場合に著明なIL－12産生を認めた
。
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